
【プロポーザル評価の採点基準表】

評価の着眼点

(4) 業務実施体制（体制の整備状況）

・市内業者の活用及び体制に関する提案について
・業務の品質や安全性を確保するための工夫について

・市内業者とともに効率的な業務を行うために、効果的な提案があるか。
・本事業を実施するにあたり、調査、物品調達、施工における商流や体制についても効果的な提案が
あるか。
・工事着工にあたり、安全管理・工程管理等において、効果的な提案があるか。
・品質管理、工事完了期限について、効果的な提案があるか。
・業務の品質や安全性を確保するための工夫について、効果的な提案があるか。

(2) 見積金額の妥当性（価格優位性）

事業費の調達方法に関する考え方について

・提案金額（税込）は妥当であるか
・資金調達や、事業収支計算など、財務面の計画について、効果的な提案があるか。

評価項目

(1) 業務に対する考え方（趣旨理解）

取り組み意欲・信頼性について

・本業務に関し的確かつ簡潔に説明が行われているか。
・業務内容を理解し、回答が提案書を補完するものとなっているか。
・事業の参入にあたって、意欲を感じられるか。
・応答が明快で迅速か。
・業務に対する責任感、誠実さが感じられる説明か。

(3) 業務実施手法（提案の具体性）

・既設学校給食室への空調設置工事の特殊性に対する考え方について
・学校を運営しながらの施工管理計画に対する考え方について

・今後の施設運営への支障の最小限化について、効果的な提案があるか。
・児童・教員及び来校者等の安全確保方法について、効果的な提案があるか
・居ながら施工による学校運営への影響の最小化について、効果的な提案があるか。
・給食室内の快適性の最大化等について、効果的な提案があるか。
・授業・給食提供・学校行事・学童運営及び学校開放等への影響の最小限化方法について、効果的な
提案があるか


